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取扱説明書•保証書 

お買い上げいただきありがとラごさ’いまず。 

A ' 够化 I 電気製品は安全のためのを意事項を守らないと、乂災や 
g q | 人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品の取0扱し、 
かたを示しています。 この取扱説明書と別冊の r を全のために」をよくお読 
みのラえ、 製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、いつで 
ち見られるところに必ず保管してください。 
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主な巧長 

• 選局びひと目でわかる同調インジケーター付。 

• 家庭用電源、乾電池のどち5の電源でち使える2電源方式。 

巧用上のご注意 

取り扱いについて 

• 落としたり、強いショックをちえたりしないでください。故障の原因になります。 

• 次のよラな場所には置かないでください。 

一温度び非常に高い所 (40 で！; LL ) や低い所 （0 でし: TF )。 

-直射日光のあたる場所や暖房器具の近く。 

一風呂場など湿気のをい所。 

一窓を閉めきった自動車内(特に夏季)。ほこりの多い所。 

• ラジオ内部に液体や異物を入れないでください。 

• 巧れたときは、柔5かい布でか5ぶきしてください。シンナーやベンジンは表面をいため 
ますので使わないでください。 

• 耳をあま0刺激しないよラに、適度の音量でお楽しみください。 

• このラジオのテレビ音声受信回路は、 FM 放送の受信回路と兼用であるため、一部の地域で 
は、テレビ2、または3チャンネルの音声を受信中、 FM 放送び混じって聞こえることがあ 
ります。 

このときはソニーの相談窓口または、お近くのソニーヴービス窓口にご相談くださし、。 

• キャッシュカード、定期券など、磁気を利用したカード類をスピーカーに近づけないで 
ください。スピーカーの磁石の影響で、カードの磁気び変化して使えなくなることびあり 
ます。 

主な仕様 



受信周波数 

FM : 76〜108 MHz ( TV 1〜3チャンネル* i ) 

AM :日3日〜1,710 kHz 

スピーカー 

直径 7.7 cm 、 丸型401個 

出力端子 

感 (イヤホン）端テ (03 .日 mm ミニジャック） 

実用最大出力 

350 mW(J 曰 TA が） 

電源 

AC 100 V 、50/60 Hz 

DC 6 V 、単3形乾電池4本 

最大がお寸法 

約216 X 131.5 X 80.5 mm (幅/高さ/奧行） （ JEITA が) 

質量 

約700 g (乾電池含む） 


*■> 地上アナ□グテレビ放送は2011年7巧までに終了することび、国の法令によって定め日れ 
ています。地上アナ□グテレビ放送終了後は、本機ではテレビの音声を聞くことはできま 
せん。 

が J 曰 TA (電子情報技術産業協芸）規格による測定値です。 


付属品 

電源つード (1)*2 

ソニー単3形乾電池（お試し用）*3 (4) 

取扱説明書-保罰書 （1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

が10日 V 専巧のため、海外ではご使用になれません。 

* 3 付属の乾電池はお試し用です。購入する場合はソニーアルカリ乾電池をおすすめします。 
本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびありますび、ご了承ください。 


巧証書とアフターサービス 

保証書 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存してください。 

•保証期間は、お買い上げ曰よ01年間です。 

アフターヴービス 
調子が悪いとをは 

この説明書をちラー度ご賣になってお調べください。 

それでも具合の悪いときは 

ソニーの相談窓口またはお買い上げ店、添付の r ソニーご相談窓□のご案灿にあるおおくのソ 
ニーヴービス窓口にご相談ください。 


保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは保証書をご覧くださし、。 


保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望によ0有料修理させていただきます。 


部品の保有期間について 

当社ではラジオの補修用性能部品(製品の機能を維持するために必要な部品)を、製造打ち切り 
後6年間保有しています。この部品保有期間を修理可能時期とさせていただをます。保有期間び 
経過した後わ、故障箇所によっては修理巧能の場含びあ0ますので、ソニーの相談窓口または 
お買い上げ店、サービス窓口にご相談くださし、。 


I よくあるお問い合わせ、解ず方法などはホームぺージをご活用ください。 http :// www . sonv . co . jp/support 


フ U- ダイヤル . 0120 -333-020 

携帯電話. PHS- - 部の I P 電話. 0466-31-2511 

フ I 」 ー ダイヤル . 01 20-222-330 

携帯電話 • PHS- 一部の I P 電話 • 0466-31-2 已 31 I 
取扱説明書' I 」モコン等の購入相談はこち日へお問い合わせ < ださい。 
ソニー株式会社 干 108-0075 東京都港区港南 1-7-1 


左記ま号へ接病を' 最巧の 
I ガイダンスが流れている間に 

「304 J + m 

I 巧巧してください。直接、 
担当窓□へおつなぞします。 


FAX (兵出 
0120 -333-389 
受巧時巧 

9:00-20:00 
± •日-巧日： 

汪 D 日-' -17:00 






電源にごいて 

巧電池でほラには 




1 電池入れのふたを開ける 
2 乾電池の+と一の向きを正しく入れる 
3 ふたを閉める 


乾電池の持続時間ーソニー単3お ( R 6) マンガン乾電池使用時 ( JElTAt ) 


放送の種類 

持続時間 

FM ( TV 1-3 ch ：) 放送 

約 26 時間 

AM 放送 

約 26 時間 


* J 曰 TA (電子情報技術産業協会)規格による測を値です。実際の電池持続時間は使 
用ずる機器の状況によりを動する可能性びあります。 

乾電池の交換時期 

乾電池び消耗してくると、音びルさくなったりひずんだりします。その場合は、乾電 
ミ也を 4 本とも新しいちのと交換してください。 

乾電ミ也を使うときは電源コードを AC IN 端子とコンセントから抜いてください。つ 
なびれていると乾電池では使えません。 


コンセント(家庭用電源100 V )でほうには 

付属の電源コードを、 AC IN 端テとコンセントにしっかりと差し込んでください。 
乾電池び入っていてを自動的に家庭用電源に切り換わります。 



〇ご注意 

•乾電池の;夜漏れを防ぐために、コンセントでお使いの場合は、乾電ミ也を取0出しておくこ 
とをおすずめします。 

• 長い間使わないとさは、電源コードを AC IN 端テとコンセントか5抜いてください。 


1 電源スイッチを入にずる。 

2 バンド切り換えスイッチで、 AM または FM / TV 1-3 を選ぶ。 

TV (1 -3 ch ) 放送を聞く場合は FM / TV 1-3 に合わせまず。 

3 選局 ( TUNE ) つまみを回して選局する。 

放送を受信すると同調インジケーターび点なします。 

4 音量 ( VOU つまみで音量を調節する。 

イヤホンで聞<には 

②(イヤホン)端テにイヤホン(別売り)をつなざます。スピーカーからは音び出なくな 
りまず。 


電源を切るときは 

電源スイッチを切にします。 


受信げ態をちくするには 

FM ( TV 1-3 ch ) 放送 

ロッドアンテナを伸ばし、受信状態 
び最も良くなるよラに長さやち度を 
調節します。 



AM 放送 

指向性のあるアンテナを内蔵してい 
るので、受信状態び最を良<なるよ 
うにラジオの向さを変えてくださ 
い。 



• □ッドアンテナの角度を調整するとさは、付け根の部分を持って 
ください。先端部分を持ったり過剰な力を加えると、アンテナを 
破損することびあります。 


を 

• 乗り物やビルの中では電波び弱め5れますので、雑音が気になるときは、なるべく 
窓際でお聞きください。 

• 金属物などにラジオを近づけると受信状態び悪くなることびあります。金属物など 
か5は離してお使いください。 



地上アナ□グテレビ放送は 2011 年 7 月までに終了することが、国の法令に 
よって定められています。地上アナ□グテレビ放送終了後は、本機ではテ 
レビの音声を聞くことはでさません。 


ラジオを聞< 


□ッドアンテナ 









